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1. 発表のアウトライン 

 ダグール語の条件副動詞 -AAs「～すれば」には、所属の形式の付与が義務的である。こ

れは主節と従属節の主語が同一である (再帰) か異なるかを示す指示転換がマークされて

いるものであると言える。こうした義務的な指示転換は他のモンゴル諸語には類を見ず、ま

た周囲のツングース諸語 (南グループ) にも見られない。 

 

2. モンゴル語とダグール語の所属の形式 

モンゴル語の名詞と所属          ダグール語の名詞と所属 

nom-oo                  bitg-ee 

book-ref  「(自分の)本」          book-ref  「(自分の)本」 

nom                    biteg 

 book   「本」             book   「(不定の)本」 

nom=nj                  bitg=ini 

 book=3sg 「(その)本」           book=3sg 「(彼の)本」 

 

モンゴル語の副動詞と所属         ダグール語の副動詞と所属 

 ir-tl-ee                  ir-ees-ee 

 to.come-lim-ref  「(自分が)来るまで」    to.come-cond-ref  「(自分が)来たら」 

 ir-tel                   *ir-ees 

 to.come-lim   「来るまで」       to.come-cond 

 ir-tel=nj                  ir-ees=ini 

 to.come-lim=3sg 「(彼が)来るまで」     to.come-cond=3sg 「(他の人が)来たら」 

 

3. ダグール語と近隣ツングース諸語の指示転換 

☆北グループ 

エウェンキー語の条件形 

 -mi (同主語) -rAki- (異主語) 

☆南グループ 

ソロン語の条件形 

 -kki (同主語/異主語) 

☆ダグール語 
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